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子どもの頃から食べていた懐かしい駄菓子を憶えていますか…？年代によって食べていた駄菓子は違うんでしょうか？ 

子どもの頃に通っていた駄菓子屋さん、毎回買っていた大好きなお菓子。自分の思い出とともに振り返ってみてください。

ね。 

 

30代～40代の同世代ならば、ゼッタイ『なつかしい！コレ食べたなあ！』って思うはず。 

 

ひとくち食べれば、あっという間に当時にタイムスリップ♪ 

さあ、さっそくみなさんも一緒に子どものころに戻りましょう！ 

スタート 

ゴール 

スタートからゴールまで熟語のしりとりで移動す

る迷路ゲームです。正しいルートでゴールまでたど

り着くと、通らなかったパネルが出てきます。         
 

この余りのパネルの漢字を  

つなぎ合わせてできる熟  

語が「答え」になります。        

例題では「以」と「前」の  

パネルが余るので、「以前」  

が答えとなります。  

 

 
－ 漢字しりとり迷路 応募方法 － 

①名前 ②住所 ③電話番号④「かとけん通信」の中で興味のあった記事、ご意見、ご感想など。

⑤答えをご記入の上 FAX かメールにてご応募下さい。 

FAX ２２－２１３３ hirose@kato－const.jp ハガキやお電話でもＯＫです！ 

声 援 

１2 月号こたえ 

迫害  →害虫  →虫眼鏡  →鏡台  →  

台風一過  →過不足  →足元  →元金  

→金具  →具体性  →性別  →別格  →  

格調  →調教  →教頭  →頭蓋骨  

→  →  →  →  →  →  

駄菓子とは、「和菓子や贈答用の高級なお菓子に対し

て、子ども向けの安価なお菓子」のことを指します。元

は江戸時代に庶民の間食として食べられていた、白砂

糖を使わないお菓子のことを指していたそうです。江

戸時代にはまだ「雑菓子」「番太郎菓子」「一文菓子」な

どとも呼ばれていたそうです。江戸の町の入り口を見

張る「番太郎」が見守りだけでは生活が成り立たず、サ

イドビジネスとして黒砂糖で作った安いお菓子などを

売っていたそうで、これが「番太郎菓子」。庶民の間食

として食べられ、その安さから「一文菓子」とも呼ばれ

ていたそうです。一文は現代でいうと 12円くらい。当

時でも今の駄菓子と同じくらいだったようですね。 

皆さんは「駄菓子」というと何を思い浮かべますか？子

どもの頃に食べていた駄菓子の味を覚えていますか？

昭和時代の駄菓子といえば、あたりつきのお菓子。「あた

り」が出るかもしれないというワクワク感を味わった思

い出のある人も多いのではないでしょうか。今では少な

くなりましたが、近所に駄菓子屋さんがあった頃は、ゲ

ーム台などが置いてありゲームセンターのように友達

との待ち合わせの場所にもなっていたはず。子どもの頃

に小銭を握りしめて駄菓子を買いに行ったことや、遠足

に持っていくおやつを真剣になって考えたことなどを

思い出されるかもしれませんね。 

近所の駄菓子屋さんで買うお菓子は、子どもたちにとっ

て大きな楽しみのひとつでしたね。少ないお小遣いでど

んなお菓子を買うか、できるだけおなかを満たしたいと

思いながらお菓子を選んでいたことでしょう。みなさん

はどんなお菓子を食べていましたか。また、思い出の中

にどんなお菓子が登場するんでしょうか。 

現在でも発売されている最も古いお菓子は、森永のミルクキャラメ

ル。その年110歳！森永は創業元年（1899年、明治32年）からキ

ャラメルのばら売り、量り売りを始めたそうですが1913年（大正

2年）に初めてミルクキャラメルという名称を使用したそうです。

キャラメルの誕生から考えると124年ですが、人気は衰えず現在で

も販売されているなんてすごいですね。因みに、「ひとつぶ300m」

でおなじみの「グリコ」が誕生したのは1922年（大正11年）で101

歳。森永ミルクキャラメルの方が先輩です。（どちらも師匠クラスで

すが）では、その後に続くお菓子は何年生まれなんでしょうか。 
 

 1933年（昭和 ８年） 90歳 ビスコ 

 1951年（昭和26年） 72歳 ミルキー、ココアシガレット 

 1955年（昭和30年） 68歳 ホームランバー、エースコイン 

 1959年（昭和34年） 64歳 ベビースターラーメン 
 

1950年代は現在でも支持されている定番のお菓子が続々と誕生し

ていますね。1959年に誕生したベビースターラーメン。発売当初

の名称は「ベビーラーメン」。1971年に「スター」を加えて、 

「ベビースターラーメン」になったそうです。 

1960年代からはもっとたくさんの種類のお菓子が誕生します。 
 

1960年（昭和35年） 63歳 大和の味カレー 

 1961年（昭和36年）  62歳 マーブルチョコ 

                モロッコフルーツヨーグル 

 1962年（昭和37年） 61歳 アーモンドチョコレート 

                チロルチョコ 

 1964年（昭和39年） 59歳 かっぱえびせん 
 

1962年はチョコレート菓子がたくさん発売されました。注目なの

は「チロルチョコレート」。発売当初は現在の形とは違い、３つ山で

出来ていました。初代チロルチョコは、主に西日本の駄菓子屋でし

か手に入らなかったそうですよ。 

そして、1970年代にはもっとたくさんのお菓子が発売されていき

ます。お菓子の発売された年を調べてみると、何気なく購入してい

るお菓子の歴史の長さにびっくりしますね。年齢を言うときには

「このお菓子と同じ年なんだよ」と言ってみてくださいね。 

模 索 引 火 事

力 電 機 足 務

自 期 待 地 局

慢 定 確 的 遠

性 疾 患 部 門



 

 

 

   

  

 

        

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

白菜           400ｇ 

にんにく         2片 

赤唐辛子         1本 

塩        小さじ１／３ 

オリーブオイル  大さじ１．５ 

  

乾燥パセリ      お好みで 

(2 人分) 

  ) 

 

① 白菜は芯部分を細切り、葉をざく切りします。にんにくは薄切

り、赤唐辛子は輪切りにしておきます。  

② フライパンにオリーブオイル、①のにんにく、①の唐辛子を入

れて弱火で熱します。 

③ フライパンが温まりにんにくの香りがしたら、白菜の芯を入れ

て炒め、しんなりしてきたら葉を加えてさっと炒めます。  

④ 塩を加え味を調えて完成です。お好みでパセリを散らして。 

ホームページは 

コチラ↓ 

✿材料✿ 

  ) 

 


